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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SEED-Netに参加するASEAN各国の大学、これを「メンバー大学」と呼んでいます。メンバー大学は各国の教育省の推薦に基づき、標準で各国2大学づつ、合計で19大学が選ばれており、各国の工学系のトップ大学で構成されています。（注：大学数の少ないラオスとカンボジアは1大学づつ、SEED-Net事務局の所在するタイは特例で3大学が参加）



メンバー大学の中には、タイのモンクット王工科大学ラカバン校のように数十年来にわたり、JICAが支援をして同国工学系トップ大学になった大学や、チュラロンコン大学、フィリピン大学など過去の協力対象となった大学が含まれています。また、SEED-Netの協力枠組みの原型は、1990年代から10年にわたり実施され、高い評価を得た「インドネシア高等教育開発計画（HEDS)プロジェクト」であり、同案件の中心大学であったガジャマダ大学・バンドン工科大も含まれています。このようにSEED-NetはこれまでのJICAの協力案件を基盤にして、更なる発展を目指すネットワークであるとも言えます。



また、ラオス国立大学、ハノイ工科大学、ホーチミン工科大学、フィリピン大学、ガジャマダ大学では現在、工学部を対象とした二国間案件が実施されており、SEED-Netで育成・強化された人材が、それぞれのプロジェクトの課題への取組みに取り組んでおり、SEED-Netと相乗効果を持って実施されています。



メンバー大学の日本でのC/Pとなるのが「国内支援大学」であり、11大学により構成されています。国内支援大学は、文部科学省の推薦に基づく大学となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず最初に、プロジェクトの目指すものについてご説明をします。



SEED-Netは、ASEAN各国の工学系のトップ大学の教育・研究能力の強化を目指しているプロジェクトです。



これを通じて、優秀で、各国の工学教育のリーダーとなる工学系人材を社会に輩出し、究極的には、ASEAN地域の持続的な経済・社会発展に寄与することを目指しています。


JAVTHONEAREHAA
(B |+ HBAE I+ RV T—DORA ]

A N—K

RARMKE

/
/

V4
! #i{lﬁl%

BA
EARAXZEXRE

SERTET7UHE

. [TEETHETES,

BEAVN—KZEDHE
(HLLEIBEIZED AH)
ERFEL. FHARFEIC
BERETHE -MEEE

\
\
\

[ xmaoro—s |

~3 A IN—KE

=Y H LK

/
9o TERIAE N

Hhigh il =38 (5 E7 Al
AAHEIRE
BEAARFREER
AN A
BJJH{EL/EE”

\_ )

FICBRRTETUHEE

5

.a-AUN!SEED-Net‘ jica’


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、具体的にSEED-Netがどのような枠組みになっているかご説明します。SEED-Netは、「留学」と、「共同研究」という二つの主要コンポーネントにより構成され、これに「ネットワーク形成」に係る様々な活動が有機的に組み合わされています。

関係する主要アクターは、メンバー大学のうち、先進ASEANの大学である「ホスト大学」、主に後発ASEANである「送り出し大学」、そして、サポートを行う「国内支援大学」の3者となっています。



「留学」については、修士・博士号取得を通じたメンバー大学の教員の能力向上を行うものであり、これは、主に後発ASEANの送り出し大学から、先発ASEANのホスト大学へ「域内留学」と、メンバー大学から国内支援大学への本邦博士留学により実施されます。



もう一つの主要コンポーネントは、「共同研究」です。共同研究は、ホスト大学において、国内支援大学の支援を受けつつ行われ、これに域内留学生が参加する形で実施されます。つまり、研究のための研究ではなく、ホスト大学の大学院プログラムの強化と域内留学の質の向上を目的としたもの、と位置づけられます。



「留学」と「共同研究」に加え、大学間のネットワークを活性化させるために、メンバー大学と国内支援大学が参加して、共同研究の計画策定や結果発表を行う「分野別セミナー」や、共同研究に係る協議等を目的として、メンバー大学間やメンバー大学から国内支援大学への教員派遣制度などが、補完的なプログラムとして留学と共同研究と有機的な連携のもと実施されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の協力にあたっては、工学分野と言っても非常に幅広いことから、9つの基幹工学分野に分けて、分野ごとに協力を行っています。



各分野での協力を行うにあたっては、中心となる機関が必要になることから、ハブとなる大学を各分野ごとに指定しています。ASEAN側からは、先発ASEANのメンバー大学である「ホスト大学」が、日本の国内支援大学からは、「幹事大学」が決定されています。



（なお、シンガポールについては、他のホスト大学とは異なり、日本の国内支援大学に近い位置づけとなっており、また受入分野も全分野となっています。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SEED-NetがASEAN地域の社会・経済発展にどのようなインパクトを及ぼしうるか、現在、発現しつつある事例を2件ご紹介したいと思います。



一つ目は、共同研究により適正技術の開発が行われた事例です。



環境工学のホスト大学であるフィリピン大学、国内支援大学である東工大、ベトナムからの域内留学生が、廃棄物を利用した汚水処理システムを共同研究で開発しました。



この汚水処理システムは、廃棄物のリサイクル、安価なコスト、耐久性、シンプルな構造など、途上国の実情にあった適正技術であり、ADBやフィリピン国内の地方自治体等からも有用な技術として注目されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
共同研究の具体例として、共同研究により地域の緊急課題へ対応を行った事例として、「ジャワ島中部地震後の地震ハザードマップ作成」をご紹介します。



2005年5月に発生し、大きな被害を出したインドネシア・ジャワ島中部地震の後、SEED-Netの地質分野でのホスト大学であるガジャマダ大学が、国内支援大学である京都大学と九州大学とのネットワークを活用し、場所ごとの地震危険度を示す「地震ハザードマップ」を共同研究により作成しました。



このハザードマップにより、地震が再度発生した際の地方政府の危機マネジメント計画の作成、地震発生時の住民の避難教育、地域ごとの建築基準の作成など効果的な地震対策の作成が可能となります。このハザードマップは、ジョグジャカルタ州の州知事に提出・議論され、州・関係県の土地利用管理計画に反映される見込みであり、また、印刷されて関連地区の政府・コミュニティーに配布・説明されています。



この事例が示すように、SEED-Netは社会と隔絶したものではなく、SEED-Netで行われる共同研究や、形成されたネットワークを活用した活動などにより、ASEAN地域が抱える問題に実際に大きなインパクトを与えうることがお分かり頂けると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、これらの活動を通じて、現行フェーズではどのような成果を挙げてきたかをご説明します。結論から申し上げれば、非常に大きな成果を挙げつつある、ということができます。



まず、第一に、修士・博士号取得によるメンバー大学教員の能力向上があげられます。フェーズ1での高位学位取得者、約440人という数字は、メンバー大学での高位学位取得者の11％を占めます。CLMV諸国ではこの数値は20％近くになる大学もあります。この”Critical Mass”はメンバー大学の能力強化に大きなインパクトを与えていと言えます。育成された人材は、各国トップ大学のうちでも成績優秀なトップ10％の非常に将来性のある人材であり、将来的に各国の工学分野のリーダーとなることが期待できます。



次に、　ASEAN域内の大学間、本邦大学とのネットワークが形成・強化が挙げられます。特にASEAN域内の大学間の「横の繋がり」は、本プロジェクト開始前までは皆無に等しく、本プロジェクトにより初めて形成されたものです。このネットワーク形成により、地域の共通課題に共同で取り組みや、技術・知見の共有の基盤が形成されたといえます。



さらに、ホスト大学の国際大学院プログラムが創設・強化されたことがあります。殆どのメンバー大学で、SEED-Netにより定期的に域内留学生が派遣されることとなったことから初めて国際大学院プログラムが設置されました。各工学分野のホスト大学で国際大学院プログラムが設置されたことにより、域内の問題解決に必要となる人材育成を、域内全体で行える体制の基盤が形成されたといえます。



最後に、10カ国19大学と対象とする広域案件であり、かつ活動的にも包括的な枠組みであるSEED-Netの事業実施方法と実施体制が確立したことが成果として挙げられます。開始当初、様々な活動を効果的に実施するための枠組み・実施プロセスの詳細が決定しておらず、関係者が共同で試行錯誤を行うことにより、現在では、円滑に事業を実施する体制・方法が確立されたという経緯があります。現在では、メンバー大学・国内支援大学からもSEED-Netは非常に高い評価を受け、これら関係者から高いコミットメントを得ています。


SEED-Net®;

SEED-Net#&L7-
S MBI ED A IN—KE
TFEZEDEEH MR L (9004)

SYNEIES

L

SEED-Net;ZE#I~DSMEREZFEED

B2 %88
o=

(2R

AUN—REZETRZEOHEEARDEENF L (4,5004)

L

SEED-NetlZ&YUHE AR eEHNDR LELT=
AVN—RKENLSDEFTLHIERAMDEL (100,0004)

L

|

£E BN TOIER é & - P R
BEHBEOEL }[ - Sheghra }[ DRR } “




TOT T ETUIZHEITEHEFHE LSEED-Net

<TFOT7-7E7UDMRRA>

QOEHANEEEHDBY
@/ O0—/N\)LEIZHESIEHBE~DHIGRED / \
BALHBEY—EROBEDEROLEN <EBABH-RYET—OZFBLI-HE>
@ A\ O5{E A -GDP1JkKFILEZEBZ D Q@EANIZHIT5. BEORIIEZHF-1T-ELE
ASEAN#ZZE HEEHBERVEKERO R E
O@F - L E S Q@HEMBEMEFBL-HE -HEEED
@77 A& (2015%) LAY, 7055 LDEHIE
O 7 7 HREA @7 T TETUBNDEERERD
FEHIEESBEICBENV -EEAMD
B

@7 7 - TETUOMNHFEHFEARIE
@ 2 A @ ERRE GRIE - B EFF) fiRIRIC

SRR » Gl ELE

g o R 2T EIIRIES 077 FLTUEBMAIE I BEELR
e e b 27 ElENER (L SUEFISRE

O 7S T EDEMI= L SRR DEAY R . XL S~ SR

O X NZ B FEMGET T TD
BUBHI-ZFNTLEORDHER

14

Q AUN/SEED-Net  jica/



(FED)T TV IRERBFLRFAVNI—0T70OD IO

(AUN/SEED-Net)

|SEED-Net® B # |

Ry T—HEBCETETUEBAD
RAEOBIELIERAHER

ASEAN10AE:
A IN—RKEFL19RR

ASEANZED ©
IZRMNTKE

(SEED-NetG)ﬁJ?.%W

~

YodUKRE

/méﬁli

ERNZERFLIR

BAA:

- dLEE RS

- BICEBKE

- ERKE

o UK

- BURFAZI KBRS
cEHIERR

- TEXY
cHRT ¥R

- BERINRERE
v

- BfEEXZE

YUOdUIRKE

‘910 A\ E T -ELT B WG

(TETUERAVNA—KRFETRZBBED20%) wohiti—n. Ina1E8< | Fasmake
’c‘g’]ybifﬂjﬁ—:w/ wT
7713j7lﬁﬁtpq1§0)ﬁ%%ﬁ%&%g;hglbfj__{7ﬁ§1t JS5/8—K2

K, TETUBAOHE - FEELEE
!
TFET7UBR. TET7-BREDLRHEIHEE
(#9700 D £ REIHFZE. 1,000 BNDHX. 1,3002 DHEEHMEIRE)
S OB ($970[E]., SnE#97,0004)

HRSTIRKE

IL—UTRIERSE
ITVKE

SUHR—)VESLKE

A RELKRE

INATFRE
R—FIUTRIKRE

I4)EVKE
TIH—ILKZE

T LK
TR TRIKSE

HSEIDSME FEER - thREANEILK - BHRAE,

TE7AEADXERTOT S LA

Q&jﬁwxwﬁjw‘%o)@ﬁm EMAL. BORLE /

FoUTIRKE

NURVIRAR
HONITKRE

TET7OEEDIZRFERRENER SN, BRD)—F— VT DT,

BEGETFRAMDRYNT =7 iEE

.G-AUN!SEED-Net‘ jica’



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●フェーズ1～フェーズ2終了までの、共同研究数と論文数の見込み

＜共同研究数＞⇒フェーズ１の実績；168件+124件（2008）+115件（2009）*120件*3年（残り期間）　＝767件

＜論文数＞

2009年1月時点で924件。一昨年の実績（2008年11月；544件）から380件も1年に増えており、そのまま3倍にすると、2064件になるが

論文数は研究の進捗に左右されるため、1000件超の記載とした。

●フェーズ1～フェーズ2終了までの、分野別セミナー＆地域会議参加者見込み

⇒フェーズ１の実績；1206人+1397人2008）+1737人（2009）+2000人*3年（残り期間）＝10,340人

分野別セミナーは90回（第1フェーズ）、地域会議（第2フェーズ）は70回見込であるが、位置づけが異なるため地域会議のみを掲載。

今後3年間の参加者見込は1,500人×3年で算出。
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